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各常任委員会報告 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

池
永
利
治 

厚
生
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

堀
江
政
洋 

【付託案件】 
議案　第73号・83号 
請願　第3号・第5号 

【付託案件】 
議案　第83号・84号 
請願　第2号・4号 

 
陳情　第6号 

▲福智町社会福祉協議会。早急な経営の立て直しが迫られている。 

                  

    　
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
・
請
願
２
件
に
つ

い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
可
決
・

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
は
、次
の
と
お
り

で
す
。
 

 

町
税
や
使
用
料
な
ど
の
納
期
が
、
同

月
に
２
回
あ
る
場
合
は
、何
ら
か
の
緩
和
措
置
を

講
じ
て
ほ
し
い
。
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
２
千
万
円
の
貸

付
が
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、他
団
体

か
ら
貸
付
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う
す

る
の
か
。
貸
付
で
は
な
く
、補
助
金
と
し
て
支
出

し
、早
急
に
社
協
は
合
理
化
へ
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
の
か
。
 

　
予
算
計
上
・
行
政
の
説
明
に
、不
透
明
さ
を
感

じ
る
。
 

 

     

                 　
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
・
請
願
２
件
・
陳

情
１
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す

べ
て
可
決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
や
質
疑
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
 

 社
会
福
祉
協
議
会
へ
、年
間
６
千
万
円
の
補

助
を
し
て
い
る
が
、今
回
の
補
正
予
算
で
２
千
万

円
の
貸
付
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
補
助
す
る
基

準
は
何
か
。
 

Ｈ
21
年
度
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、約
１
千
２

百
万
円
の
赤
字
が
で
る
。
今
回
、２
千
万
円
を
貸

し
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
赤
字
を
解
消
し
、今
後

は
助
成
金
の
減
額
を
進
め
な
が
ら
、人
件
費
の
削

減
や
車
の
台
数
等
を
整
理
し
、
赤
字
が
出
な
い

10
年
計
画
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
健
全
な
財
政

と
す
る
た
め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
財
政
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、財
政
健
全
化
計
画
の

審
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
 

貸
付
と
し
た
理
由
は
。
 

合
併
前
は
約
４
千
万
円
の
黒
字
が
出
て
い

た
が
、毎
年
の
赤
字
を
補
て
ん
す
る
た
め
、剰
余

金
を
充
て
て
い
き
、す
べ
て
使
い
切
っ
た
。
今
年
度

に
つ
い
て
は
、２
千
万
円
の
貸
し
付
け
を
行
な
わ

な
い
と
、約
１
千
２
百
万
円
の
赤
字
が
出
る
。
し

か
し
今
年
度
の
当
初
予
算
で
６
千
万
円
の
計
上

を
し
て
お
り
、こ
の
金
額
を
上
回
る
助
成
は
避
け

た
い
。
そ
の
た
め
貸
付
と
し
て
い
る
。
 

今
回
の
貸
付
金
は
、い
つ
か
ら
償
還
す
る

の
か
。
 

Ｈ
25
年
度
か
ら
、
無
利
子
で
償
還
し
て
も

ら
う
。
 

水
道
料
金
の
未
納
が
あ
る
の
に
、無
利
子
で

貸
し
付
け
を
す
る
と
は
、い
か
が
な
も
の
か
。
ま

た
、社
協
は
黒
字
に
な
っ
た
ら
償
還
す
る
と
評
議

委
員
会
に
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、今
の
や
り
方
で

は
黒
字
に
な
ら
な
い
の
で
は
。
 

社
協
が
、そ
の
よ
う
に
説
明
を
し
た
の
で
あ

れ
ば
残
念
に
思
う
が
、
財
政
課
と
協
議
し
な
が

ら
、
財
政
計
画
の
見
直
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の

で
、再
度
社
協
に
は
確
認
を
し
た
い
。
 

通
常
の
社
会
福
祉
法
人
が
行
っ
て
い
る

事
業
を
し
て
い
る
の
に
、利
益
が
出
て
い
な
い
。一

般
の
社
会
福
祉
法
人
は
、利
益
を
出
し
な
が
ら
、

経
営
を
し
て
い
る
。
そ
の
努
力
が
見
え
な
い
の
に
、

町
が
支
出
す
る
こ
と
は
、お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。
 福

智
町
に
は
、
多
く
の
社
会
福
祉
法
人
が

あ
る
が
、そ
こ
も
貸
し
て
く
れ
と
言
っ
て
き
た
ら

貸
し
付
け
を
す
る
の
か
。
貸
し
付
け
る
基
準
は

何
か
。
 

社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、
条
例
で
貸
付
基

準
を
定
め
て
い
る
。
 

貸
し
付
け
で
は
な
く
助
成
の
方
が
よ
い
の

で
は
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
計
画
を
立
て
て
い

る
が
返
せ
る
保
証
も
な
い
し
、今
回
貸
し
付
け
る

と
、そ
の
他
の
社
会
福
祉
法
人
に
も
貸
し
付
け
を
、

と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
と
思
う
が
。
 

全
般
的
に
判
断
す
る
。
 

社
協
に
対
し
て
は
、自
立
に
向
か
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、厳
し
い
意

見
が
出
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ほ
し
い
。
 

答 答 答 答 

意 

見
 

意 

見
 

問 

問 問 問 意 

見
 

答 答 問 問 意 

見
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定
例
会
報
告 

定
例
会
報
告 
1212
月 月 

議
決
結
果
 

第
六
・
七
回
臨
時
会
報
告
 

12月定例会には、 
たくさんの方が  
傍聴に来ました。 
◆本会議傍聴者 
 
 
◆委員会傍聴者 
 

25人 
7人 

※延べ人数です 

●12月  8日（火）　 本会議（第1日） 

●12月  9日（水）　 総務文教常任委員会 

●12月10日（木）　 厚生常任委員会 

●12月11日（金）　 産業建設常任委員会 

●12月14日（月）　 予備日 

●12月15日（火）　 本会議（第2日） 

●12月16日（水）　 本会議（第3日） 

●12月17日（木）　 本会議（第4日） 

※日程が繰り上がり、12月15日に閉会しました。 

会
期
日
程 

                                      

    

議
案
第
73
号
　
福
智
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。 

議
案
第
74
号
　
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て 

議
案
第
75
号
　
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

議
案
第
76
号
　
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て 

議
案
第
77
号
　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

議
案
第
78
号
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て 

　
議
案
第
74
号
〜
78
号
は
、平
成
22
年
２
月
１
日
か
ら
黒
木
町
・
立

花
町
・
矢
部
村
・
星
野
村
が
八
女
市
に
編
入
さ
れ
る
た
め
、構
成
団

体
数
の
減
少
お
よ
び
各
規
約
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。 

議
案
第
79
号
〜
81
号
　
福
智
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、平
野
健
氏
・
白
川
勝
廣
氏
・
葛
原
直

文
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。 

議
案
第
82
号
　
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、千
手
律
子
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。 

議
案
第
83
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）に
つ
い
て 

　
予
算
の
総
額
に
３
億
３
９
２
０
万
３
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
が
１
６
５
億
８
０
６
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

議
案
第
84
号
　
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診

療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て 

　
予
算
の
総
額
に
４
０
４
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額
が

10
億
４
３
１
６
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

※
請
願
第
２
号
〜
５
号
、陳
情
第
６
号
は
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。 

               

　
11
月
25
日
に
第
六
回
臨
時
会﹇
議
案
第
71
号
審
議
﹈、
11
月

30
日
に
第
七
回
臨
時
会﹇
議
案
第
72
号
審
議
﹈が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

議
案
第
71
号
　
福
智
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
否
決 

議
案
第
72
号
　
福
智
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決 

　
人
事
院
勧
告
を
受
け
、一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、本
町
職
員
の

給
料
月
額
・
期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
額
の
改
定
・
時
間
外
勤

務
手
当
の
支
給
割
合
の
改
定
な
ら
び
に
支
給
割
合
の
改
定
・
時
間

外
勤
務
代
休
時
間
の
新
設
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

　
◎
第
六
回
臨
時
会
で
は『
職
員
給
与
は
各
自
治
体
が
条
例

で
決
め
て
お
り
、国
に
す
べ
て
従
う
よ
う
で
は
地
方
自
治
は
成

り
立
た
な
い
。
』
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、否
決
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、第
七
回
臨
時
会
で
執
行
部
よ
り
『
財
政
的
に
余

裕
が
あ
る
と
国
が
判
断
し
、交
付
金
を
減
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
』
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、可
決
と
な
り

ま
し
た
。 

 

　
平
成
21
年
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
８
日
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
議
案
・
請
願
・
陳
情
は
、
12
月
15

日
に
原
案
可
決
・
原
案
同
意
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 



　緊急経済対策の一環として進められている『エコポイント制度』

と『エコカー補助制度』は、国民の人気が高く、関係業界も継続を強く望んでい

ます。この制度の目的は、個人消費を喚起し、環境負荷の少ない低炭素社会

への転換を進めることですが、その役割を十分に果たしたとはいえず、更なる継

続が望ましい状況です。今後、懸念される〈景気の二番底〉を避けるためにも、

景気浮揚の取り組みは重要であり、低炭素化を推進する施策についても、手を

抜くわけにはいきません。今後も更なる波及効果が期待できる、エコポイント制

度とエコカー補助金制度を来年度以降も継続するよう強く要望します。 

この請願は採択され、内閣総理大臣・総務大臣・経済産業大

臣・環境大臣に意見書を提出しました。 

エコポイント制度並びにエコカー補助
金の継続実施を求める意見書提出に関
する請願 

請願内容 

請願結果 

請願結果 

請願第4号 

　地方は、平成21年度第一次補正予算による経済対策の執

行を前提とした補正予算を編成し、国からの交付・執行に備えていました。しかし、

政府が約３兆円の執行停止を決定したことにより、地方では減額補正を迫られ、

その影響が直接、間接的に国民生活に及ぶことは、避けられない状況です。平

成22年4月までの間、予算の執行停止による、約半年間の空白を避けるため、

早急に第2次補正予算を編成し、緊急経済対策を実行するよう次の事項を要

望します。 

・景気を安定軌道に乗せる施策に取り組むこと。 

・雇用調整助成金制度を維持するための予算確保、訓練・生活支援給付の

恒久化、非正規労働者向け対策、新卒者対策を行うこと。 

・『エコポイント制度』の簡略化や対象品目の拡大を検討・継続すること。 

・エコ改修、耐震化、バリアフリー化など、社会資本ストックの保全事業の前倒

し実施をすること。 

この請願は採択され、内閣総理大臣に意見書を提出しま

した。 

緊急経済対策の早期実施を求める 
意見書提出に関する請願 

請願内容 

請願第3号 　経済・生活苦での自殺者が年間7千人に達し、自己破産者

も18万人を超え、多重債務者が200万人を超えるなど、深刻な問題を解決する

ため、平成18年12月に改正貸金業法が成立しました。成立後、政府は多重債

務者対策本部を設置し、相談窓口の拡充、セーフティネット貸付の充実、ヤミ金

融の撲滅、多重債務問題改善プログラムなどを策定し、官民が連携して取り組

んだ結果、多重債務者は大幅に減少し、平成20年の自己破産者数は13万人

を切り、多重債務対策は成果をあげています。しかし、一部には改正貸金業法

の完全施行の延期や、貸金業者に対する規制の緩和を求める論調もあります。

バブル崩壊後の経済危機の際は、貸金業者に対する不十分な規制の下に、商

工ローンや消費者金融が貸し付けを伸ばし、その結果自殺者が3万人を超え、

自己破産者も10万人を突破し、多重債務問題が深刻化しました。改正貸金業

法の完全施行の先延ばしや、貸金業者に対する規制緩和は、再び自殺者・多

重債務者などの急増を招きかねません。そこで国に対し、次の事項を要望します。 

・改正貸金業法を早期に完全施行すること。 

・自治体での多重債務相談体制の整備のための予算を十分確保し、相談窓

口の拡充を支援すること。 

・セーフティネット貸付をさらに充実させること。 

・ヤミ金融を徹底的に摘発すること。 

この請願は採択され、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大

臣・総務大臣・法務大臣・金融担当大臣・消費者庁担当大臣に意見書を提出

しました。 

改正貸金業法の早期完全施行等を 
求める請願書 

請願内容 

陳情内容 

請願第5号 

介護保険料の引き下げと減免を求める
意見書に関する陳情書 

陳情第6号 

　細菌性髄膜炎は、乳幼児に重い後遺症などを引き起こし、死

亡に至る恐れが高い重篤な感染症で、その原因の75％がヒブ（Hiｂ=ヘモフィ

ルスインフルエンザ菌ｂ型）と肺炎球菌です。細菌性髄膜炎は早期診断が困難

であり、発症後の治療は限界があり、予防が重要となります。世界保健機関（Ｗ

ＨＯ）はワクチンの定期予防接種を推奨しており、90カ国以上で定期予防接種

がされ、この国々では発症率が大幅に減少しています。日本は、ヒブワクチンが

平成20年12月に販売開始となり、小児用肺炎球菌ワクチンは、平成21年10月

に初承認され、平成22年春までに販売開始予定となっています。しかし、任意

接種であるため、費用負担が大きく、公費助成や定期接種化など、子どもたちの

命を守るため、早急な対策が必要です。よって、次の事項を要望します。 

・Ｈｉｂワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの有効性、安全性を評価したうえで、

予防接種法を改正し、Ｈｉｂ重症感染症を、定期接種対象疾患に位置付ける

こと。 

・ワクチンの安定供給のための手立てを講じること。 

この請願は採択され、内閣総理大臣・厚生労働大臣に意見

書を提出しました。 

子どもたちの生命を守るため、ヒブワクチン及
び肺炎球菌ワクチンへの公費助成、定期接種化
を求める意見書提出に関する請願 

請願内容 

請願結果 

請願結果 

請願第2号 

陳情結果 

 
 
 
 
 
 

 
　福岡県介護保険広域連合は、72の自治体でスタートしました

が、平成22年には33の自治体になろうとしています。介護保険制度は、住民が利
用した介護サービスの約半額を、住民で相互に負担しあう制度となっているため、
行き届いた介護をすればするほど、保険料が引き上げられます。福岡県介護保険

広域連合も、当初2,908円の基準額でスタートした第１号被保険者の保険料が、
今ではグループ別保険料の導入によって、３グループに分けられ、Ａグループは
2.2倍の6,275円〈日本最高額〉、Ｃグループでも1.3倍となっています。また、全
国的に高騰する保険料を抑制するため、介護サービス利用の抑制が図られたこ
とによって、福岡県介護保険広域連合では、近年黒字が発生し、借入金の返済
も平成21年には終わる見通しで、基金も17億円になっています。この基金は、第
1号被保険者に還元されるべきものです。この基金を活用すれば、保険料を引き
下げることができ、所得の低い人への保険料の減免をすることができます。これら
の財源を活用し、保険料を引き下げ、減免制度を設けるよう要望します。 

この陳情は採択され、福岡県介護保険広域連合長に意見書

を提出しました。 
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請願・陳情紹介 請願・陳情紹介 可決された請願・陳情を要約してご紹介します。 
産
業
建
設
常
任
委
員
会 

委
員
長
　

大
島
勇
夫 

問 問 答 答 

報 

告
 

問 問 問 答 答 答 

【付託案件】 
議案　第83号 

▲給食センター建設工事現場 

▲橋などに看板を設置し、日王の湯をPRする。 

                  

    　
付
託
さ
れ
た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
慎

重
審
議
し
た
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
や
質
疑
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
 

 道
路
橋
り
ょ
う
費
の
説
明
を
。
 

古
門
闍
木
橋
線
の
工
事
費
で
、
補
償
費

に
つ
い
て
は
、
事
前
事
後
調
査
に
伴
う
損
失

補
償
。
堀
川
線
は
当
初
、
概
算
予
算
で
見
込

ん
で
い
た
が
、設
計
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

補
償
費
が
増
額
し
た
。
 

堀
川
線
は
、
ど
こ
を
補
償
す
る
の
か
。
 

拡
幅
に
伴
う
道
路
お
よ
び
歩
道
設
置

に
よ
る
家
屋
補
償
・
工
作
物
補
償
・
動
産
移

転
料
。
 

各
ラ
ン
ク
が
参
加
で
き
る
工
事
金
額
（
発

注
標
準
金
額
）の
説
明
を
。
 

Ａ
ラ
ン
ク
は
全
事
業
に
参
加
で
き
る
。

ま
た
Ａ
ラ
ン
ク
・
Ｂ
ラ
ン
ク
は
、
土
木
一
式
で
は

６
千
万
円
未
満
、
建
築
一
式
で
は
８
千
万
円

未
満
の
事
業
に
参
加
で
き
る
。
Ｃ
ラ
ン
ク
は

建
築
・
土
木
一
式
と
も
に
２
千
５
百
万
円
未
満
、

Ｄ
ラ
ン
ク
は
１
千
２
百
万
円
未
満
の
事
業
に

参
加
で
き
る
。
 

公
営
住
宅
整
備
事
業
の
丸
山
住
宅
入

札
で
、
指
名
委
員
会
で
は
23
業
者
あ
げ
て
い

た
も
の
が
、
入
札
で
は
９
業
者
減
ら
し
、
14
業

者
で
入
札
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
。
 

総
合
的
に
判
断
し
、
決
定
し
た
。
 

赤
池
の
川
端
ポ
ン
プ
座
は
、
７
月
24
日

〜
25
日
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
で
、
２
機
の

う
ち
１
機
し
か
作
動
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
水
に
つ
か
り
、
苦
情
が
出
て
い
る
。
今
後
の

対
策
は
。
 

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
町
の
反
省
点
で
あ

る
。
今
後
は
、そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

地
元
と
協
議
を
し
、
修
理
も
含
め
て
万
全
の

体
制
を
と
り
た
い
。
 

日
王
の

湯
の
改
装
を
計

画
し
て
い
る
。
内

容
は
、
入
り
口
付

近
の
舗
装
工
事（
車

寄
せ
の
工
事
）
や

大
浴
場
の
改
装

（
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂

な
ど
の
新
設
）
、

看
板
設
置
な
ど
。
 

3

古門闍木橋線［方城］ 

丸山住宅［方城］ 

赤池駅付近急傾斜地崩壊対策工事［赤池］ 

中尾高尾1号線道路改良工事［赤池］ 

現
地
視
察 

現
地
視
察 

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、5
箇

所
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 ▲老朽化による建て替え工事で、木造平屋建て18戸を新

　築する。Ｈ21年度末に完成予定。 
▲中尾保育所前（赤池）の町道を、生活道路として拡幅改
　良する。Ｈ21年度末に完成予定。 

▲沿線家屋の鉱害復旧に伴う道路かさ上げ工事で、Ｈ21
年度末に完成予定。 

▲法面崩壊地域としてＨ19年度より着工し、Ｈ24年度末
に完成予定。 

※給食センター建設現場も視察しました 
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平
成
１９
年
4
月
に
議
会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、2

年
8
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、特
に
執
行
部

の
皆
さ
ん
方
に
は
、非
常
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、い
ろ
ん
な
聞
き
取
り
調
査
の
中
で
、私
が

大
変
感
心
し
た
こ
と
は
、皆
さ
ん
方
の
心
構
え
が
一
歩
前
進
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
は
り
、こ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
う
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
、多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、私
も
一
歩
進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
2
年
8
ヶ

月
が
経
ち
、や
は
り
一
歩
前
進
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、非
常
に

貴
重
な
も
の
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
い
か

え
る
な
ら
ば
、平
成
２２
年
度
に
向
か
っ
て
、行
財
政
改
革
が
必

ず
や
前
進
で
き
る
も
の
と
期
待
を
し
、ま
た
感
謝
を
い
た
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
中
で
も
あ
る
課
長
に
、行
財
政
改
革
と
は
ど
う
い
う
も
の
で

す
か
、行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
論
は
ど
う
で
す

か
、と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、『
歳
入
を
確
保
し
、歳
出
を
抑
制
、

そ
し
て
組
織
の
ス
リ
ム
化
、こ
れ
が
基
本
で
す
。
も
ち
ろ
ん
一
番

主
な
こ
と
は
、人
員
の
削
減
で
す
。
機
構
改
革
、ま
た
施
設
の

統
廃
合
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
』と
、即
言
い
切
っ
た
方
も
い
ま

し
た
。
当
然
、理
解
で
き
て
い
る
方
も
い
る
の
で
す
。
分
か
ら
な

い
方
も
大
多
数
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
。
実
は
私
自
身
も
、皆

様
方
と
の
交
流
の
中
で
覚
え
て
き
た
の
で
、幾
分
か
の
知
識
は

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
、行
財
政
改
革
と
は
何
ぞ
や
と
、議
会
に

出
て
多
く
の
点
を
学
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

　
や
は
り
執
行
部
が
率
先
し
て
、徴
収
関
係
、税
金
、そ
の
他

の
い
ろ
ん
な
ス
リ
ム
化
、機
構
改
革
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
今
、そ

れ
を
あ
な
た
方
が
、初
め
て
自
覚
し
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ

と
は
、私
も
本
当
に
今
ま
で
行
財
政
改
革
を
う
た
っ
て
き
た
甲

斐
が
あ
っ
た
ん
だ
な
あ
、と
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
何

事
も
一
長
一
短
に
は
行
か
な
い
と
思
う
け
れ
ど
。
ま
た
、い
ろ
ん

な
推
進
委
員
会
や
委
員
会
な
ど
つ
く
っ
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
が
立

ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
、絶
対
に
こ
の
改
革
は
進
ま
な
い
と
い
う

こ
と
を
、改
め
て
自
覚
し
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
た
と
、痛
感

い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、進
歩
は
あ
っ
た
と
執
行

部
の
皆
さ
ん
方
に
、改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
す
。
 

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、コ
ス
モ
ス
診
療
所
、方
城
診
療
所
、今

年
度
は
ど
の
く
ら
い
の
赤
字
を
見
越
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】一
般
財
源
の
3
0
0
0

万
円
を
繰
り
入
れ
た
中
で
も
、な
お
か
つ
5
5
0
0
万

円
前
後
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。 

【
方
城
診
療
所
事
務
長
】一
般
財
源
の
2
5
0
0
万
円
を
繰
り

入
れ
し
て
も
、な
お
か
つ
2
5
0
0
万
円
前
後
の
赤
字
と
な
り

ま
す
。
 

 

今
年
は
削
減
を
し
た
。
そ
の
削
減
を
し
た
中
で
も
、

赤
字
が
約
1
億
5
0
0
0
万
円
出
る
こ
と
自
体
が

お
か
し
い
。
私
は
常
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
機
構
改
革
を
し
な

さ
い
と
、こ
れ
は
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
も
つ
な
が
る
の
で
す

よ
。
少
し
で
も
無
駄
を
省
き
、収
入
を
健
全
化
し
ま
せ
ん
か
。

健
全
な
財
政
を
つ
く
る
、と
い
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
 

　
と
に
か
く
、や
る
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、今
回
皆
さ
ん

か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
3
月
に
は
退
職
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。
中
に
は
す

ば
ら
し
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
人
材
は
、大
変
貴
重

な
存
在
で
す
。
退
職
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、本
当
に
長
い
間
、

ご
苦
労
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
、感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上
。
 

▲コスモス診療所 ▲方城診療所 
（赤字解消の対策が急がれる） 

議員 属　公弘 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

5

議員 

※一般質問は受付順に掲載しています。 

蘆
掲
載
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、質
問
事
項
の
多
く
を
省
略
し
て
い
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。 

蘆
詳
細
に
つ
い
て
は
、議
会
事
務
局
に
保
管
し
て
い
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

          

合
併
後
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
、合

併
協
議
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
4
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、最
終
的
に
協
議
会
で
決

め
ら
れ
た
こ
と
が
、ど
こ
ま
で
進
ん
だ
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

【
副
町
長
】
人
件
費
の
問
題
、公
共
事
業
の
統
廃
合

は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
合
併
後
、新
し

い
町
長
の
も
と
5
ヵ
年
計
画
が
で
き
ま
し
た
の
で
、合
併
時

と
比
べ
て
多
少
違
い
が
で
る
こ
と
は
、仕
方
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

 

合
併
前
と
後
、ま
た
新
し
く
な
っ
た
町
長
の
考
え
で

変
わ
っ
て
い
く
。
行
政
の
継
続
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。
合
併
前
に
決
め
た
こ
と
は
、継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
町
長
が
か
わ
っ
た

か
ら
基
本
計
画
が
変
わ
っ
た
、そ
れ
は
合
併
前
の
町
民
や
我
々

議
員
に
嘘
を
言
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
に
は
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
合
併

前
に
決
め
た
こ
と
で
、一
番
大
事
だ
っ
た
こ
と
は
、施
設
の
統

廃
合
と
職
員
数
の
整
理
で
す
。
町
長
が
違
う
方
向
に
行
こ
う

と
す
れ
ば
、副
町
長
・
各
課
長
が
、正
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。
 

　
次
に
、要
望
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
各

課
を
通
し
て
あ
が
っ
て
く
る
も
の
が
要
望
書
で
す
か
、そ
れ

と
も
町
長
が
ひ
と
り
で
受
け
取
る
も
の
が
正
式
な
要
望
書
で

す
か
。
 【

副
町
長
】
必
ず
総
務
課
を
通
し
て
処
理
す
る
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

薬
剤
師
会
か
ら
の
要
望
書
に
、町
長
は
勝
手
に
色

ん
な
答
え
を
出
し
て
い
ま
す
。
何
事
も
自
分
ひ
と
り

で
何
も
か
も
決
め
て
い
る
。
要
望
書
は
行
政
側
が
精
査
し
た

上
で
、町
長
に
上
申
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。
 

【
副
町
長
】
各
課
で
話
し
合
い
、優
先
順
位
を
決
め

て
い
ま
す
。
 

 

町
長
は
、要
望
書
で
な
い
も
の
を
要
望
書
と
し
て
取

り
上
げ
て
い
ま
す
。
年
度
内
に
、コ
ス
モ
ス
診
療
所

の
院
外
薬
局
を
決
め
る
こ
と
を
副
町
長
に
指
示
を
し
た
と
。

し
か
し
、副
町
長
・
課
長
た
ち
は
何
も
聞
い
て
い
な
い
。
１１
月

に
開
催
さ
れ
た
診
療
所
改
善
協
議
会
で
、初
め
て
知
っ
た
の

で
は
な
い
で
す
か
。
 

【
両
診
療
所
事
務
長
】
そ
の
場
で
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
 

 

町
長
。
各
課
長
の
具
申
・
提
言
を
よ
く
聞
い
て
い
た

だ
き
、要
望
書
に
つ
い
て
は
平
等
に
取
り
扱
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
 

　
次
に
、基
金
等
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
合
併
前
は
、ど

の
く
ら
い
あ
り
ま
し
た
か
。
 

【
財
政
課
長
】
基
金
は
、赤
池
町
が
３３
億
5
0
7
8

万
6
千
円
、金
田
町
が
５５
億
3
8
1
1
万
1
千
円
、

方
城
町
が
２６
億
4
5
9
0
万
1
千
円
で
す
。
地
方
債
は
、赤

池
町
が
５６
億
2
1
1
万
1
千
円
、金
田
町
が
７６
億
1
1
4
8

万
6
千
円
、方
城
町
が
９５
億
6
1
3
0
万
4
千
円
で
す
。
 

 

合
併
後
4
年
に
な
り
ま
す
が
、金
田
地
区
は
ぜ
ん
ぜ

ん
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
団
地
の
建
て
替
え
に

し
て
も
、方
城
は
早
く
か
ら
し
て
い
る
。
方
城
は
全
て
平
屋

で
、赤
池
は
4
階
建
て
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、方
城
方

式
で
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。
全
て
平
屋
に
す
る
の
で
す
か
。
 

【
副
町
長
】
方
城
町
の
と
き
は
、住
環
境
を
重
視
し

1
戸
建
て
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、地
域
の

方
た
ち
の
意
見
を
取
り
入
れ
、住
宅
改
善
を
図
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
 

 

福
智
町
と
し
て
、今
後
統
一
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

の
建
て
方
で
、先
々
の
コ
ス
ト
は
ど
う
な
っ
て
い
き

ま
す
か
。
 

【
住
宅
課
長
】
木
造
は
耐
用
年
数
が
約
３０
年
、現
在

建
設
し
て
い
る
Ｒ
Ｃ
中
層
・
高
層
で
1
0
0
年
対
応

で
き
ま
す
。
 

  

土
地
の
有
効
利
用
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

 

【
住
宅
課
長
】
広
い
敷
地
が
あ
れ
ば
、平
屋
等
に
建

て
替
え
が
で
き
ま
す
が
、団
地
に
よ
っ
て
は
、敷
地
は

狭
い
が
入
居
者
の
戸
数
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
と
き
は
中
層
・
高
層
に
な
り
ま
す
。
 

 

住
人
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、建
て
替
え
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
入
札
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。
赤
池
・
方
城
・
金
田
地
区
に
入
れ
る
業
者
を
旧
町

ご
と
に
決
め
、合
併
後
ず
っ
と
こ
の
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
だ
と
福
智
町
は
ひ
と
つ
に
な
り
ま
せ
ん
。
確
か
に

地
域
性
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、チ
ャ
ン
ス
を
皆
に
公
平
・

公
正
に
与
え
る
べ
き
で
す
。
業
者
は
一
生
懸
命
納
税
義
務
を

果
た
し
、指
名
願
を
出
し
て
い
ま
す
。
町
長
は
い
つ
も
公
平
・

公
正
と
言
っ
て
い
ま
す
。
義
務
を
果
た
し
て
い
る
町
民
に
対

し
、公
平
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長
、あ

な
た
は
義
務
を
果
た
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
今
、示
唆
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

 

　
月
定
例
会 
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答
 

回
答
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答
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答
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答
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答
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問
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
収
ま
っ
て
き
ま

し
た
が
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
ま
だ
あ
り
ま

す
。
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、毒
性
が
低
く
適
切

な
予
防
・
手
当
て
で
、多
く
の
方
が
救
済
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、も
し
悪
性
で
多
く
の
方
の
命
が
失
わ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
あ
れ
ば
、今
の
よ
う
な
対
応
だ
と
、大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
病
院
は
、県
で
決
め
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン
し
か
割

り
当
て
ら
れ
ず
、要
望
し
て
も
対
応
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
人
の
命
が
か
か
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
は
予

算
案
で
7
5
0
億
円
を
削
減
し
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
国
内

生
産
が
わ
ず
か
で
、残
り
は
外
国
か
ら
の
輸
入
で
す
。
日
本

は
医
学
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
製
造
を
2
社
だ
け

で
す
る
の
で
は
な
く
、も
う
少
し
手
を
広
げ
て
製
造
す
れ
ば
、

皆
の
手
元
に
届
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
診
療
所

に
お
尋
ね
し
ま
す
が
、ど
の
く
ら
い
の
方
が
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
待
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
両
診
療
所
事
務
長
】
１２
月
中
旬
時
点
で
、コ
ス
モ

ス
診
療
所
は
約
1
2
0
人
、
方
城
診
療
所
は
約

1
0
0
人
の
予
約
が
あ
り
ま
す
。
 

 

ワ
ク
チ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
、田
川
市
郡
の
首
長
会
議

な
ど
で
話
し
合
い
、国
や
県
に
交
渉
は
し
ま
し
た
か
。
 

【
町
長
】
知
事
会
や
市
長
会
な
ど
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
、ワ
ク
チ
ン
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組
も

う
と
、郡
の
町
村
長
会
で
話
し
ま
し
た
。
 

  

子
ど
も
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。
 

 【
教
育
長
】
う
が
い
と
マ
ス
ク
着
用
は
学
校
で
き
ち

ん
と
指
導
し
、
各
家
庭
に
も
協
力
を
願
お
う
と
い

う
こ
と
で
、プ
リ
ン
ト
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
者
が
増
え
た
場
合
は
、学
級
閉
鎖
・
学
年
閉
鎖
も
あ
り
得

る
と
思
い
ま
す
。
 

 

介
護
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
私
は
１１
月

か
ら
各
現
場
を
視
察
し
、
そ
こ
で
調
査
あ
る
い
は

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、現
場
に
入
り
、再

度
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
介
護
関
係
者
に

は
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
介
護
は
、

誰
も
が
一
度
は
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、ど
の
よ
う
な
介
護
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
福
祉
課
長
】
介
護
教
室
な
ど
を
開
き
な
が
ら
、介

護
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 

昔
は
2
世
帯
や
3
世
帯
の
家
族
構
成
で
、同
じ
家

に
住
み
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
は

核
家
族
が
多
く
な
り
、
病
院
や
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
約
８５
％
の
方
が
施
設
や
病
院

で
人
生
を
終
え
ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
は
、今
現
在
い
ろ
い

ろ
と
厳
し
い
条
件
が
つ
け
ら
れ
、介
護
に
携
わ
る
職
員
も
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
介
護
の
養
成
学
校
は
4
年
前
に
比
べ
る
と
、

生
徒
が
半
減
し
た
と
新
聞
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

『
き
つ
い
だ
け
で
給
料
が
安
い
』
と
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、こ
れ
か
ら
高
齢
者
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
き

ま
す
。
今
後
、介
護
に
携
わ
る
方
た
ち
の
待
遇
も
含
め
、養

成
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
私
も
母
の
介
護
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す

の
で
、自
分
自
身
の
生
活
や
、家
族
に
も
影
響
を
与

え
る
度
合
い
が
大
変
大
き
い
と
い
う
こ
と
も
、身
を
も
っ
て

感
じ
ま
し
た
。
現
在
、福
智
町
は
人
権
と
福
祉
の
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
で
の
介
護
が
厳
し
い
状
況
の

中
、地
域
で
予
防
な
ど
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、計
画
を
つ
く
り
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。
予
防
的

な
対
策
と
し
て
、町
内
に
は
ふ
れ
あ
い
交
流
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、こ
れ
を
各
地
区
に
広
げ
、お
互
い
の
精
神
安
定
に

も
つ
な
げ
て
い
き
、そ
の
こ
と
が
身
体
的
な
健
康
に
も
つ
な

が
る
と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、食
生
活
推
進
協
議
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、食
生

活
の
面
で
も
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
、環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
個
人
の

収
入
な
ど
に
よ
っ
て
保
険
料
は
違
い
ま
す
。
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
会
議
に
、
町
長
は
出
ら
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。
 

【
町
長
】
田
川
市
郡
の
市
町
村
長
で
議
論
を
し
な

が
ら
、課
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
、努
力
は
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

今
後
、ま
す
ま
す
高
齢
者
は
増
え
、介
護
を
必
要
と

す
る
方
は
増
え
続
け
ま
す
。
福
智
町
に
お
い
て
も

町
長
を
中
心
に
、し
っ
か
り
と
介
護
に
対
し
て
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
お
願
い
し
て
、質
問
を
終
り
ま
す
。
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
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給
食
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況
、お
よ
び
操
業
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
教
育
長
】
平
成
２２
年
2
月
２６
日
完
成
予
定
で
す
。
3

月
に
は
試
運
転
を
行
い
、調
理
・
配
送
ル
ー
ト
の
確
認

を
し
、試
食
会
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

 

１０
月
に
開
催
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の

中
で
、操
業
に
あ
た
っ
て
大
き
な
問
題
が
あ
る
、と
の

話
が
出
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、も
う
ひ
と
つ
は
調
理
の
仕
方
で
す
。
十
分
な
試
運
転
を
行

い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、ど

の
く
ら
い
の
期
間
取
り
組
み
ま
す
か
。
 

【
学
校
教
育
係
長
】
2
月
末
の
完
成
後
に
、検
査
等
を

約
1
週
間
か
け
て
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、学
校
が
春
休

み
に
入
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
の
間
に
機
械
の
調
整
を
行
い
、

休
み
に
入
っ
た
２３
日
以
降
に
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
を
集
め
、調

理
の
実
習
・
配
食
の
調
整
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

  

操
業
開
始
は
い
つ
で
す
か
。
 

 【
学
校
教
育
係
長
】
新
学
期
が
始
ま
り
、学
校
給
食
の

開
始
と
同
時
に
操
業
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、準
備

期
間
と
し
て
は
約
2
週
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
機
械
操
作
な
ど
、

こ
の
期
間
内
に
で
き
ま
す
か
。
今
か
ら
で
も
、赤
池
・

方
城
の
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
が
交
流
し
な
が
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
次
に
食
材
の
調
達
方
法
で
す
が
、以
前
に
食
材
調
達
委

員
会
を
つ
く
り
、検
討
し
た
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、い
ま
だ
に
実
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
１２
月
２２
日
に
食
材
納

入
業
者
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、説
明
会
を
行
う
と
聞
き
ま
し
た

が
、そ
れ
な
ら
ば
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。
ま
ず
、委
員
会
を
立
ち
上
げ
、そ
こ
で
検
討
し
、そ

の
後
に
納
入
業
者
に
説
明
、と
い
う
流
れ
が
正
し
い
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
 

【
教
育
長
】
以
前
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
に
納
入
を
し

て
い
る
方
、ま
た
新
規
参
入
を
希
望
し
て
い
る
方
を

集
め
、こ
ち
ら
側
の
条
件
等
を
提
示
し
、了
解
を
得
て
、そ
の

後
に
物
資
選
定
委
員
会
の
骨
格
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

 

地
産
地
消
の
問
題
も
あ
り
、地
元
農
家
の
方
か
ら
な

る
べ
く
仕
入
れ
る
な
ど
、こ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、そ
の
上
で
納
入
業
者
へ
説
明
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
委
員
会
は
、い
つ
立
ち
上
げ
る
の
で
す
か
。
間

に
合
い
ま
す
か
。
 

 

【
教
育
長
】
年
明
け
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
 

 

 

以
前
か
ら
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
言
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ぜ
早
く
取
り
組
ま
な
い
の
で
す
か
。
時
間
が
な
い

か
ら
今
ま
で
通
り
で
、と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、財
政
改
革
に

は
全
く
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
良
い
も
の
を
安
く
仕
入
れ
る
努
力

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配

置
で
す
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
職
員
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、安

全
・
安
心
な
給
食
が
で
き
る
よ
う
、環
境
づ
く
り
も
含

め
て
正
規
の
職
員
・
臨
時
職
員
を
適
正
に
配
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

 

金
田
の
給
食
室
は
、調
理
員
の
方
が
ほ
と
ん
ど
臨
時

の
方
で
す
。
そ
の
分
、報
酬
も
少
な
い
わ
け
で
す
が
、

仕
事
は
全
く
同
じ
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー

に
職
員
が
何
人
配
置
さ
れ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、金
田
の

方
式
で
行
う
と
、約
5
千
万
円
の
人
件
費
が
削
減
で
き
ま
す
。

9
月
の
決
算
特
別
委
員
会
の
際
に
、学
校
教
育
課
長
が
4
月

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、町
長
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
も
非
常
に
大
事
で
あ

り
、職
場
の
や
る
気
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、こ
の

よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
具
体
的
に
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
 

 

具
体
的
に
決
め
る
と
は
、ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く

の
で
す
か
。
財
政
改
革
を
目
指
す
な
ら
ば
、今
が
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
で
す
か
。い
つ
頃
に
決
め
る
つ
も
り
な
の

で
す
か
。
 

【
町
長
】
年
明
け
後
に
も
、教
育
委
員
会
や
人
事
担
当

と
話
し
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
職
場
環
境
を
つ
く
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

 

公
共
工
事
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
旧
3
町
ご
と

の
落
札
し
た
業
者
の
割
合
は
、赤
池
地
区
の
業
者
が

６２
・
5
％
、方
城
地
区
は
６６
・
7
％
、金
田
地
区
は
３５
・
4
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
性
等
を
考
慮
し
て
の
結
果
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、あ
ま
り
に
も
均
衡
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
格
差
が
あ

り
過
ぎ
ま
す
。
福
智
町
全
体
に
は
1
1
4
業
者
あ
り
ま
す
が
、

落
札
し
た
業
者
は
６０
業
者
、残
り
の
５４
業
者
は
1
回
も
受
注

で
き
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】営
業
・
経
営
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

業
者
の
方
に
は
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
共
も
で
き
得
る
限
り
検
討
は
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

 

町
長
、そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
名
を
受
け
て
い
な

い
の
で
す
。
指
名
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
ら
、落
札
も

で
き
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、公
平
に
指
名
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町

長
は
、業
者
の
努
力
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、や
は
り
広
く
指
名

に
入
れ
る
方
法
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
変
、

不
景
気
な
時
期
で
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
、倒
産
す
る
会

社
が
か
な
り
出
る
と
思
い
ま
す
。
入
札
に
つ
い
て
は
、配
慮
し

て
い
た
だ
き
、均
衡
の
取
れ
る
方
法
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

【
町
長
】
多
く
の
業
者
が
入
札
に
関
わ
れ
る
よ
う
、環

境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

議員 渡邉文敏 
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給食センター室内や調理
器具、実際に調理してい
る現場などは、後日くわし
く掲載したいと思います。 

学校給食センター特集 

平成22年2月末完成 

今までの流れ…… 

中 止 

工事 着工 

今まで、たくさん話し合ってきた給食センター。 
4月から、いよいよ稼働します。 

食器は 
どうなる？ ？ 

今まで、赤池はアルマイ
ト食器、方城は樹脂製食
器を使用していました。

これからは保温性の高い、温かみ
のある磁器製の食器になります。 

！ 

どうやって 
運ぶの？ 

車で配送中に 
給食は冷めない？ 

？ 

調理された給食は、各学
校のクラス別に分け、3
台の配送車に搬入しま

す。その後各学校へと配送され
ます。 

！ 

？ 

調理後すぐ、保温・保冷
に優れた二重構造の容
器に入れ、その容器をコ

ンテナに積み込むので、移動中
に冷めることはありません。 

！ 

メニューや 
味は変わる？ ？ 

味が変わることはありま
せん。メニューも大きく
は変わりません。新しい

食器は、保温性があるので、さら
に美味しく感じるかもしれません。 

！ 

ここが気になるここが気になるここが気になる 町内8校で統一した学校給食センターを計画 

赤池給食センターの改築を計画するが、方城給食セ
ンターも老朽化が進んでいたため、統一して学校給
食センターを計画する 

施 設 紹 介 

▼ 

▼ 

蜻鉄骨造2階建て、建築面積は延べ
1,464裃あります。通常は約1,500
食を調理します。 

蜷食材を搬入する場所です。野菜や肉
などの全ての食材をここから搬入し、
中の調理場へ運びます。 

蜻ここで調理された給食を積み込み、 
　3台の配送車が各学校へ運びます。 

建
設
場
所
地
図 
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7
月
の
集
中
豪
雨
の
際
、防
災
行
政
無
線
は
放
送
し

ま
し
た
か
。
 

【
総
務
課
長
】
大
雨
洪
水
警
報
、土
砂
災
害
警
報
の
発

令
な
ど
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
。
 

 

戸
を
閉
め
る
な
ど
し
て
い
て
、聞
こ
え
づ
ら
か
っ
た
と

い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
カ
ー（
拡
声
子
局
）

は
各
集
会
所
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、聞
き
や

す
く
す
る
た
め
の
調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
総
務
課
長
】
設
置
当
初
に
、地
域
・
地
形
に
あ
わ
せ

て
音
量
を
変
え
、全
世
帯
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
計
測

を
行
い
、町
内
1
0
3
ヶ
所
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
 

 

避
難
勧
告
や
避
難
命
令
な
ど
は
、聞
こ
え
な
け
れ
ば

防
災
行
政
無
線
を
設
置
し
た
意
味
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
音
量
調
査
や
設
置
替
え
な
ど
、検
討
し
て

い
ま
す
か
。
 

【
総
務
課
長
】
音
量
の
調
整
な
ど
は
年
1
回
行
っ
て
い

ま
す
が
、窓
を
閉
め
切
っ
た
状
態
で
の
対
応
に
つ
い
て

は
、何
か
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

緊
急
の
場
合
に
は
決
ま
っ
た
信
号
を
出
す
、と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
が
。
 

【
総
務
課
長
】
音
が
聞
こ
え
な
い
、何
を
言
っ
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
、な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
協
議
・
検
討
し
音
を
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

各
個
人
の
家
に
、ス
ピ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
な
ど
は

行
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
総
務
課
長
】
行
政
の
区
長
や
役
場
課
長
の
家
な
ど

に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、緊
急
時
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
各
個
人
へ
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、管
理
な
ど
の

問
題
が
出
て
き
ま
す
の
で
、先
ほ
ど
指
摘
さ
れ
た
緊
急
時
の
放

送
の
完
成
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
、ま
ず
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

 

ご
高
齢
の
方
な
ど
か
ら
借
り
た
い
と
い
う
声
も
聞
き

ま
す
。
強
い
要
望
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、貸
し
出
し

の
検
討
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
文
化
連
盟
の
活

動
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
１２
月
4
日
に『
音
楽
世
界
一
周

の
旅
』と
題
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
と
日
本
の

ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
公
演
を
行

い
ま
し
た
。
1
、0
0
0
円
の
入
場
料
で
し
た
が
、非
常
に
質

の
高
い
公
演
で
、感
銘
を
受
け
た
と
い
う
方
た
ち
が
何
人
も
い

ま
し
た
。
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、結

果
は
ど
う
で
し
た
か
。
 

【
生
涯
学
習
課
長
】
９０
％
以
上
の
方
か
ら
、良
か
っ
た

と
の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
入
場
料
1
、0
0
0

円
に
つ
い
て
は
、大
変
安
い
と
の
意
見
が
圧
倒
的
に
多
く
、5
、

0
0
0
円
ぐ
ら
い
が
適
当
な
の
で
は
、と
い
う
意
見
も
頂
き
ま

し
た
。
 

 

安
く
て
質
の
良
い
公
演
は
、町
民
に
と
っ
て
も
非
常
に

望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

と
催
し
物
を
開
催
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、ぜ
ひ
質
の
高
い

も
の
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
移
り
ま
す
。

予
算
書
の
中
に
は
、補
償
金
・
補
て
ん
金
・
賠
償
金
な
ど
と
あ

り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。
 

【
財
政
課
長
】
補
償
金
は
、財
産
上
の
損
害
や
精
神
上

の
損
害
を
補
う
た
め
に
要
す
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

補
て
ん
金
は
、地
方
公
共
団
体
が
こ
う
む
っ
た
欠
損
金
を
補
て

ん
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。
賠
償
金
は
、公
法
上
と
私
法
上
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
公
法
上
の
も
の
は
、公
の
施
設
管
理
で
瑕

疵
が
あ
り
他
人
に
損
害
を
与
え
た
と
き
は
、賠
償
金
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
。
私
法
上
と
し
て
は
、地
方
公
共
団
体
側
の
契

約
の
不
履
行
や
、履
行
遅
延
に
伴
う
違
約
金
な
ど
に
よ
り
相

手
方
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、見
舞
金
・
賠
償
金
と
し
て
取

り
扱
い
ま
す
。
 

 

具
体
的
な
補
償
対
象
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
か
。
 

【
財
政
課
長
】
主
な
も
の
は
、道
路
関
係
の
工
事
に
係

る
補
償
金
で
す
。
 

 

補
償
金
の
算
定
を
す
る
と
き
は
、近
隣
類
似
地
や
同

種
物
件
の
取
引
価
格
等
を
考
慮
し
、相
当
な
価
格
に

す
る
と
土
地
収
用
法
で
は
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、福
智
町

で
は
ど
の
よ
う
に
算
定
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
建
設
課
長
】
道
路
の
収
用
に
関
係
す
る
道
路
単
価

は
、農
地
・
宅
地
・
金
額
等
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

難
し
い
場
所
や
商
用
地
な
ど
は
、不
動
産
鑑
定
士
を
入
れ
て

算
定
し
て
い
ま
す
。
 

 

個
人
の
財
産
権
を
侵
害
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、客
観

的
に
み
て
、妥
当
と
思
わ
れ
る
額
を
算
定
し
、円
満
な

解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

議員 闍津鶴己 



　福智町議会だよりは、平成19年12月に第1回目

を発行し、今回で10回目となります。 

　議会活動を広く知ってもらうため、分かりやすい議

会だよりを目指し、試行錯誤を繰り返しながら発行し

てきましたが、より良いものとするために、皆さまに

アンケートのご協力をお願いしたいと思います。 

　本庁・各支所・中央公民館・金田分館・方城分館の

計6ヶ所に、アンケート用紙を設置しますので、ご意見・

ご要望などを、ぜひお聞かせください。 

※3月いっぱいアンケート用紙を設置します。 

　本会議開催中は、どなたでも議場（傍聴席）で

傍聴できます。議場は、本庁（金田）4階にありま

す。白熱した議論を間近に見ることができます

ので、ぜひお越しください。 

※各常任委員会も傍聴できます。 

※傍聴するときは、議会傍聴の注意を守ってい

ただきます。 

アンケートのお願い 
 

傍聴に来ませんか 
ご協
力よろ

しくお願いしますご協
力よろ

しくお願いします
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